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工学部に毎年入学してくる学生諸君の高校での履修
歴や学習歴は多様です。これは、入学試験の多様性に
よるようです。ご存知のように、AO入試、前期日程、
後期日程などがあります。AO入試でも、センター試
験を課さないAOⅠ、センター試験を課すAOⅡに分か
れています。後期日程も、学科によって個別試験の科
目は様々です。受験生にとって、試験のある科目は一
生懸命勉強しても、そうでない科目についてはちょっ
と…　となるのは当然のことでしょう。私達教員は自
分の経験から、つい「これは高校や受験勉強でやって
いる筈だから」と思い込んだり話したりしがちですが、
実情はそうでないことも多いようです。
このことは、工学部では必須の数学や理科について
は勿論ですが、英語についても言えます。卒業研究や
大学院で文献を英語で読むことになると、英語力が無
いというか、英語に対するアレルギーを持っている学
生が少なからずいて驚くことがあります。大学での勉
強や研究だけでなく、社会や企業でグローバルなコミ
ュニケーション能力が求められています。企業に就職
すると、いきなりTOEICを受けさせられて自分の英語
力に愕然としたという卒業生の話もよく聞きます。
工学部では、まず入学生の英語に関するバックグラ
ウンドの多様性に対応するため、平成16年度から英
語の補習授業を行っています。同様の数学の補習授業
に倣ってステップアップ授業と呼んでいます。まず、
入学直後に入学者全員に対してプレースメントテスト
を実施します。マークシート形式のテストですので、
これで英語の本当の実力が測れるかという疑問はつね
にあります。でも、さすがにプロが作った問題のせい
か、100点満点で平均点はいつも60点くらいとなり
ます。21年度は、40点以下の入学生がステップアッ
プ授業の受講が義務づけられました。これは、全入学
生の約1／6に当たります。ステップアップ授業は1時
限×15週（1年前期）からなりますが、単位は与えら
れません。このようなリメディアルな授業には、単位
を付与しないことが推奨されているようです。でも、
学生にとって、単位がないと積極的に勉強しないのは
自然なことです。そこで、ステップアップ授業で行わ
れる試験に合格しないと、各学科で独自に行われてい
る英語関連の専門科目（「機械英語」、「技術英語」な
ど）の単位が認められないようにして、ステップアッ
プ授業の受講に強制力を持たせています。ステップア
ップ授業は前期3クラス（習熟度別に編成）、前期に合
格しなかった者のために後期1クラスを開講していま
す。1クラスは30名程度からなります。担当は高校で
の英語教育の経験がある非常勤講師の方にお願いし、
受講者の能力に応じた基礎的な英語の授業を行っても
らっています。ただ、語学に関して、1週間に1度の
補習がどれほどの目に見える効果があるのか疑問に思
うのは当然かも知れません。系統的な調査は行ってい
ませんが、「少しやる気がでてきた」とか「英語に対
するアレルギーが減った」という学生の声が聞こえて
きます。語学の勉強は結局は自分でやるものですから、
これは大事なことだと思います。
さて、工学部の学生諸君は1、2年生で共通教育の
英語科目が4科目必修となっています。ただ、現状で
は残念なことに、工学部で行われている英語のプレー
スメントテストやステップアップ授業と共通教育での
英語教育が有機的に結びついていません。また、上で
述べた工学部の英語関連の専門科目も殆ど必修で、所
謂EAP（English for Academic Purposes）とか
ESP（English for Special Purposes）の学習を
目指している科目が多いようです。しかし、これらの
授業は英語の専門家でない工学部教員が、いわば手探
りで行っているのが現状だと思います。工学部と共通
教育の担当者が連携すれば、プレースメントテストや
ステップアップ授業を共通教育でも有効に利用する方
法があるのではないでしょうか？　また、工学部の英
語関連の専門科目についても、英語の専門家の意見を
聞いて改善していくべきではないでしょうか？　今後
は、英語専門の教員と忌憚のない議論をし、そして連
携しながら、工学部の学生のための英語教育を考えら
れるようになればよいと思います。
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